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はじめに 
 

調査の背景 
 
2025年2月に沼津市より、「ストリートスポーツパークで現在問題となっている事項」について報告
を受けました。その中でも深刻度が高いと思われる「喫煙と吸い殻のポイ捨て」に対して改善を行

うにあたり、実態を把握するための調査を行うこととしました。 
 

調査目的 
 
喫煙を行う利用者の傾向を捉えることにより、解決に向けた取り組みにつなげることを主な目的

としています。 
また、アンケートを通じて利用者が喫煙に対してどのような考えを持っているかを確認すること

で、今後の喫煙に対する運営の方向性の検討材料としていただければと考えております。 
 



 

調査概要 
 

アンケート調査 
 
調査方法：Googleフォームによるインターネットアンケート 
　NPO法人グーニードッグスのSNS、Webサイトで告知 
　パークの利用者に直接声かけし、回答を依頼 
 
実施期間：2025年2月9日～2025年3月31日 
 
回答数：20件（実数を記載） 
 
主な対象：ストリートスポーツパークの利用者 
 

実地調査 
 
調査方法：パーク内の吸い殻を収集 
 
実施日：下記4日間 
　2025年2月17日（月）15:00～17:00 
　2025年2月22日（土）15:00～16:00 
　2025年3月2日（日）17:00～18:00 
　2025年3月23日（日）17:00～18:00 
　 
 
 

 



 

アンケート調査結果 
選択式のアンケート回答の集計結果を下記に示します。 
個別の意見については回答者へ配慮し、公開しないこととします。 
 
Q1 
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Q4 

 
 

 



 

Q5 

 
 
※Q4で喫煙をしているのを見たことがあると回答した9名の回答　 
 
Q6 
喫煙しているのはどのような人でしたか？ 
 
非公開 
 
Q7 
喫煙をしていた場所は、パークのどのあたりでしたか？ 
 
非公開 

 



 

 
Q8 

 
 
 
Q9 

 
 



 

Q10 
現在パークは禁煙ですが、今後も継続して禁煙にすべきだと思いますか。 
 
 

 
 
Q11 
喫煙・ポイ捨てについてご意見がありましたら、自由にご記入ください。 
 
非公開 

 



 

実地調査結果 
2025年2月17日（月）15:00～17:00 
参加者：1名（グーニー：1名） 
吸い殻ゴミ：6本 
喫煙者：パーク内で巻きたばこ作る人を1名確認（声をかけるとパーク外で喫煙するとのことだっ
た） 
メモ：トイレ付近に集中 
 
2025年2月22日（土）15:00～16:00 
参加者　1名（グーニー：1名） 
吸い殻ゴミ：12本 
喫煙者：確認できず 
メモ：トイレ付近、バスケコート側のネット裏（ベンチ付近）に集中 
 
2025年3月2日（日）17:00～18:00 
参加者　2名 （グーニー：1名　他：1名） 
吸い殻ゴミ：6本 
喫煙者：確認できず 
メモ：入り口の右側看板付近に集中 
 
2025年3月23日（日）17:00～18:00 
参加者　2名 （グーニー：2名） 
吸い殻ゴミ：10本 
喫煙者：確認できず 
メモ：半数がトイレ付近に集中 

課題と考察、および提案 
 

課題の整理 
 

● 喫煙およびポイ捨ての目撃が一定数存在 
○ 約半数の回答者が喫煙を目撃しており、吸い殻の放置についても「たまに見かけ

る」「よく見かける」との回答が複数ありました。 
● 喫煙場所は特定のスポットに集中 

○ 吸い殻はトイレ付近、入口看板付近、バスケコート間の西側ベンチ（現在は移動）
付近 

○ 目撃情報では、ベンチ・芝生エリア、スケートエリア（台付近、ベンチ）での喫煙も
見受けられる。 

● 喫煙をするのは20代（10代？）の利用者が多い模様 
● 多くの利用者が禁煙の継続を望んでおり、喫煙が多い状況に問題意識を持っている。 

 



 

考察 
● 特定のスポットは、喫煙やポイ捨てが多い状況が確認されるため、そのスポットに集中し

た対策をすることで、効果的な改善ができるのではないか。 
● 目撃情報より、時間帯は夕方～夜間に集中するのではないか→20代の利用者が多いよ

うなので、日中は就業中である可能性が高いのでは。夕暮時の目撃情報もある。 
 

提案 
● トイレ付近、入り口付近にナッジ効果を利用した対策を実施 

○ 喫煙がしにくいと感じることで、行動変容を促す 
○ 当該箇所には清掃活動の様子を掲示し、喫煙やポイ捨てに対する心理的なハー

ドルを上げる 
● 18時以降の見回りや、イベントを実施 
● 模範的な利用者を増やし、喫煙者がそこに居づらい雰囲気を作る 
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